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(1) 平成30年９月１日 第23号

　
木
更
津
市
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
生
産
量
は
千
葉

県
全
体
の
約
３
割
を
占
め
、
県
下
最
大
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
木
更
津

市
観
光
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
協
議
会
（
以
下
、
協

議
会
）
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
目
的
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
は
現
在
11
園
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
発
足
以
来
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
無
農
薬
・
無

化
学
肥
料
で
栽
培
し
、
食
の
安
全
に
配
慮
し
た

生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
は
８
園
が

千
葉
県
が
推
進
す
る
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組

み
、
安
全
・
安
心
な
生
産
体
制
を
よ
り
強
化
し

て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
農
業
生
産
に
お
け
る
食
品
安

全
、
環
境
保
全
、
労
働
安
全
な
ど
を
確
保
す
る

た
め
の
規
範
と
さ
れ
て
お
り
、
農
薬
の
管
理
、

農
作
業
事
故
防
止
の
た
め
の
具
体
的
な
実
践
項

目
等
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　
協
議
会
が
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
安
心
・
安
全
な
商
品
を
提

供
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
と
、
他
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
産
地
と
の
差
別
化
を
図
り
た
い
と
い
う

危
機
意
識
か
ら
で
し
た
。

　
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
ん
だ
８
園
は
、
農
機

具
の
整
理
、
燃
料
の
保
管
等
が
改
善
さ
れ
、
作

業
場
の
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
が
一
目
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
作
業
性
の
向
上
に
効

果
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
田
中
）

衛生的な選果場の事例ブルーベリー摘み取り園の様子

ほ場内急斜地の注意喚起農具は種類別に保管されている

ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む

木
更
津
市
観
光
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
協
議
会

〜
安
全
・
安
心
な
生
産
体
制
の
強
化
に
よ
る
産
地
力
向
上
〜



平成30年９月１日 第23号(2) 普及だより きみつ

　
　

【
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
】

　
Ｇ
Ａ
Ｐ（
ギ
ャ
ッ
プ
）は「G

o
o
d
 A

g
ricu

l-

tural P
ractice

」の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
で
、

直
訳
す
る
と
「
良
い
農
業
の
実
践
」、
一
般

的
に
は
「
農
業
生
産
工
程
管
理
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
農
業
生
産
現
場
に
お
い
て
、
食

品
安
全
や
環
境
保
全
、
労
働
安
全
な
ど
を
確

保
し
、
適
切
な
農
業
生
産
を
実
施
す
る
た
め
、

管
理
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
、
そ
れ
を
実
践
・

記
録
・
点
検
及
び
評
価
を
行
う
持
続
的
な
改

善
活
動
の
こ
と
で
す
。

　
2020
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
以
下
、東
京
オ
リ
パ
ラ
）

の
食
材
調
達
基
準
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
が
要
件
と

な
っ
た
こ
と
で
、
今
後
国
内
で
取
組
が
拡
大

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

【
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
目
的
と
効
果
】

　
農
業
生
産
現
場
に
は
様
々
な
リ
ス
ク
が
潜

ん
で
い
ま
す
。
残
留
農
薬
や
異
物
混
入
な
ど

の
食
品
事
故
、
農
作
業
事
故
、
肥
料
や
農
薬

に
よ
る
環
境
汚
染
な
ど
で
す
。

　
こ
う
し
た
事
故
や
環
境
汚
染
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
目
的
で
す
。
ま
た
、
農

場
内
の
整
理
整
頓
や
記
帳
を
行
う
こ
と
で
、

コ
ス
ト
削
減
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
確

保
な
ど
、
経
営
改
善
や
取
引
先
と
の
信
頼

構
築
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の

た
め
に
、
生
産
者
全
員
が
取
り
組
む
べ
き

こ
と
と
い
え
ま
す
。

【「
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
す
る
」と「
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
」の

違
い
】

　「
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
す
る
」
こ
と
と
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
認

証
を
取
る
」
こ
と
は
別
の
話
で
す
。「
Ｇ
Ａ

Ｐ
を
す
る
」
と
は
適
正
な
農
場
管
理
を
行

う
た
め
の
改
善
活
動
で
す
。

　「
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
る
」
と
は
各
認
証
基

準
に
沿
っ
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
が
正
し
く
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
第
三
者
が
証
明
す
る
こ
と
で
、

取
引
先
や
消
費
者
に
対
し
て
適
正
な
農
場

管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
客
観
的
に

伝
え
る
手
段
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
日
本
で
認
証
が
受
け
ら
れ
る
民
間

の
Ｇ
Ａ
Ｐ
基

準

は
、「JG

A
P

（
ジ

ェ

イ

ギ
ャ
ッ
プ
）」、「A

S
IA

G
A

P

（
ア
ジ
ア
ギ
ャ
ッ

プ
）」、「G

LO
B

A
LG

.A
.P

.

（
グ
ロ
ー
バ
ル

ギ
ャ
ッ
プ
）」
の
３
種
類
で
す
。
こ
れ
ら
は

審
査
や
登
録
に
費
用
が
か
か
る
た
め
、
輸

出
や
取
引
先
の
要
請
な
ど
、
目
的
を
明
確

に
し
て
取
得
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

【「
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
制
度
が
ス
タ
ー
ト
】

　
千
葉
県
で
は
、
東
京
オ
リ
パ
ラ
に
お
け
る

農
産
物
調
達
基
準
へ
の
対
応
や
、
生
産
者
の

ちばＧＡＰ認証マーク

38％

経
営
改
善
の
ツ
ー
ル
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
30
年
２
月
か
ら
「
ち
ば
Ｇ

Ａ
Ｐ
」
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　「
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
制
度
で
は
、「
野
菜
」、「
果

樹
」、「
米
」、
そ
し
て
加
熱
調
理
す
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
落
花
生
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な

ど
が
対
象
と
な
る「
そ
の
他
の
作
物（
食
用
）」

の
４
区
分
ご
と
に
取
組
事
項
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
生
産
者
は
該
当
す
る
区
分
の
取
組
事
項

に
全
て
適
合
す
る
よ
う
農
場
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
、県
は
そ
の
取
組
を
支
援
・

確
認
し
ま
す
。
県
の
確
認
の
結
果
、
全
て

適
合
し
て
い
れ
ば
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
さ
れ
る
ほ
か
、「
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
認

証
マ
ー
ク
を
農
産
物
等
に
表
示
し
て
Ｐ
Ｒ

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
に

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

 【「
ち
ば
エ
コ
農
産
物
」認
証
制
度
に
も

Ｇ
Ａ
Ｐ
が
導
入
さ
れ
ま
す
】

　「
ち
ば
エ
コ
農
産
物
」
認
証
制
度
は
、
環

境
保
全
と
食
の
安
心
・
安
全
に
配
慮
し
た

千
葉
県
独
自
の
農
産
物
認
証
制
度
と
し
て

平
成
14
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成

30
年
４
月
か
ら
、Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
を
新
た
に

追
加
し
、
環
境
保
全
と
食
の
安
心
・
安
全

の
取
組
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
制
度
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
が
認
証
要
件
と
な
る
の

は
３
年
後
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
生
産

者
各
自
で
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
や
「
ち
ば
エ
コ
農
産
物
」

認
証
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
出
）

【
取
組
事
項
の
例
】

□
出
荷
物
が
汚
染
さ
れ
た
り
、
異
物
が

　

混
入
し
た
り
し
な
い
対
策
を
と
っ
て

　

い
る

□
作
業
者
の
健
康
管
理
や
衛
生
管
理
を

　

徹
底
し
て
い
る

□
廃
棄
物
は
適
切
に
保
管
、
廃
棄
を
し

　

て
い
る

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）で

　

農
業
生
産
現
場
の

　
　
　
　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
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平
成
30
年
秋
か
ら
一
般
販
売
が
始
ま
る

「
千
葉
Ｐ
１
１
４
号
」。
煎
り
莢
・
煎
り
豆
用

の
品
種
で
す
が
、
茹
で
て
も
十
分
お
い
し
い

品
種
で
す
。
品
種
の
特
徴
に
つ
い
て
御
紹
介

し
ま
す
。

【
は
っ
き
り
し
た
甘
み
が
あ
る
】

　「
千
葉
Ｐ
１
１
４
号
」
は
シ
ョ
糖
含
有
率

が
高
く
、
甘
み
が
強
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

お
子
様
に
も
食
べ
や
す
い
品
種
で
す
。

【
莢
が
き
れ
い
】

　「
千
葉
Ｐ
１
１
４
号
」
の
莢
は
白
く
気
品

が
あ
り
、
外
観
が
良
い
で
す
。

【
出
芽
率
が
高
い
】

　
発
芽
不
良
や
初
期
生
育
不
良
を
招
く
、
幼

芽
褐
変
症
の
発
生
が
少
な
い
た
め
、
出
芽
が

安
定
し
て
い
ま
す
。

【
草
型
は
立
性
】

　
草
型
は
「
郷
の
香
」
に
似
て
い
て
、
立
性

で
す
。
し
か
し
、
分
枝
が
や
や
長
い
品
種
で
、

最
長
分
枝
長
は
55
～
65
㎝
に
な
り
ま
す
。

【
収
量
が
多
い
】

　
収
量
は「
ナ
カ
テ
ユ
タ
カ
」と
同
等
で
多
く
、

安
定
し
て
い
ま
す
。
10
ａ
当
た
り
収
量
は
400

～
500
㎏
、
１
株
当
た
り
の
全
莢
数
は
40
～
50

個
が
目
安
で
す
。

 

　
こ
の
よ
う
な
品
種
の
特
徴
を
十
分
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
に
は
、
栽
培
に
お
い
て
以
下
の

ポ
イ
ン
ト
が
重
要
で
す
。

【
密
植
せ
ず
、
１
穴
１
粒
ま
き
】

　
立
性
の
品
種
で
は
、
株
間
を
狭
め
る
こ
と

で
多
収
を
実
現
す
る
例
が
あ
り
ま
す
が
、「
千

葉
Ｐ
１
１
４
号
」
は
分
枝
長
が
長
く
、
徒
長

し
や
す
い
の
で
密
植
に
は
向
き
ま
せ
ん
。
地

力
に
も
よ
り
ま
す
が
、
株
間
30
㎝
、
10
ａ
当

た
り
5,000
本
が
目
安
で
す
。

　
ま
た
「
千
葉
Ｐ
１
１
４
号
」
は
、
発
芽
性

が
優
れ
た
品
種
で
す
。
１
粒
ま
き
で
も
欠
株

の
発
生
は
少
な
く
、
収
量
に
及
ぼ
す
影
響
は

少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
２
粒
ま
き
で
株

立
て
本
数
を
２
本
に
す
る
と
、
分
枝
長
が
長

く
な
り
徒
長
し
て
し
ま
い
ま
す
。

【
５
月
中
旬
〜
６
月
中
旬
に
播
種
】

　「
千
葉
Ｐ
１
１
４
号
」
の
特
徴
で
あ
る
甘

み
と
収
量
の
両
立
の
た
め
に
は
、
５
月
中
旬

か
ら
６
月
中
旬
の
播
種
が
適
し
て
い
ま
す
。

【
開
花
期
後
20
日
頃
に
か
ん
水
】

　
収
量
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
開
花
期
後

20
日
頃
に
か
ん
水
し
ま
し
ょ
う
。
目
安
は
50

㎜
で
、
足
跡
に
水
が
染
み
出
て
く
る
程
度
に

た
っ
ぷ
り
と
。
開
花
期
後
40
日
の
か
ん
水
は

幼
芽
褐
変
症
の
発
生
を
抑
え
る
一
方
で
、

シ
ョ
糖
含
有
率
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
開
花
期
後
20
日
頃
は
、

・
５
月
中
旬
ま
き
で
は
、
７
月
中
旬

・
５
月
下
旬
ま
き
で
は
、
７
月
下
旬

・
６
月
上
旬
ま
き
で
は
、
７
月
下
旬
か
ら

　
８
月
初
め

・
６
月
中
旬
ま
き
で
は
、
８
月
上
旬

が
目
安
で
す
。

【
開
花
期
後
80
日
頃
に
収
穫
】

　
掘
り
遅
れ
は
、
褐
変
粒
な
ど
の
増
加
や
落

ち
実
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。
収
穫
適
期

は
開
花
期
後
80
日
頃
で
す
。
こ
の
１
週
間
前

に
試
し
掘
り
を
行
い
、
莢
殻
の
裏
を
見
て
熟

度
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

 

　
袖
ケ
浦
市
農
業
セ
ン
タ
ー
内
の
ほ
場
で
は
、

「
千
葉
Ｐ
１
１
４
号
」
の
展
示
栽
培
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
ナ
カ
テ
ユ
タ
カ
」
と
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
覧
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
清
水
）

※

「
千
葉
Ｐ
１
１
４
号
」
は
７
月
に
愛
称
が

「
Ｑ
な
っ
つ
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。「
従
来
の

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
超
え
る
」
と
い
う
意
味
を
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
「
Ｐ
」
の
次
に
来
る

「
Ｑ
」
の
文
字
に
込
め
て
い
ま
す
。

上:千葉P114号、下:ナカテユタカ

左:千葉P114号、右:ナカテユタカ

過
熟

適
熟

未
熟

〜
こ
の
秋一般
販
売
開
始
〜

落
花
生
新
品
種「
Ｑ
な
っ
つ
」

（「
千
葉
Ｐ
１
１
４
号
」）が

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
！
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農
業
事
務
所
で
は
、
新
規
に
就

農
し
た
若
手
農
業
者
を
対
象
に
３

か
年
計
画
で
、
段
階
的
な
研
修
と

し
て
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
研
修
は
、
集
合
研
修
と
在
宅
研

修
が
あ
り
、
集
合
研
修
は
農
業
技

術
や
農
業
経
営
に
関
す
る
講
義
や

現
地
研
修
に
よ
り
、
農
業
生
産
に

係
る
基
礎
的
な
技
術
の
習
得
を
行

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
農
業
士
・

指
導
農
業
士
を
は
じ
め
と
し
た
先

進
経
営
体
へ
の
視
察
研
修
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
青
年
農
業
者
グ
ル
ー

プ
と
の
交
流
会
も
行
っ
て
お
り
、

同
じ
年
代
の
農
業
青
年
が
抱
え
る

課
題
や
考
え
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
で
、
課
題
解
決

の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
り
、
仲
間

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

 

　
在
宅
研
修
は
、
農
業
事
務
所
の

担
当
者
の
個
別
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
各
セ
ミ
ナ
ー
生
に
応
じ
た
学

習
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

１
年
目
は
農
業
者
と
し
て
の
考
え

や
思
い
を
意
見
と
し
て
ま
と
め
ま

す
。
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、

農
業
者
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

　
２
年
目
は
、
各
自
の
経
営
に
お

け
る
課
題
を
取
り
上
げ
、
課
題
解

決
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

を
行
い
ま
す
。
経
営
上
の
課
題
解

決
を
図
る
の
は
経
営
者
の
務
め
な

の
で
、
そ
の
習
慣
付
け
を
目
的
に

行
い
ま
す
。
３
年
目
は
、
各
経
営

体
の
現
状
把
握
を
も
と
に
営
農
計

画
の
作
成
を
行
い
ま
す
。
経
営
者

は
、
経
営
の
目
標
と
計
画
達
成
の

た
め
の
計
画
を
立
て
、
努
力
し
て

目
標
の
実
現
を
図
る
役
割
が
あ
る

の
で
、
個
別
の
計
画
づ
く
り
を
通

じ
て
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
三
枝
）

　
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
担
い

手
に
貸
付
け
る
農
地
（
農
業
振
興

地
域
内
）
を
探
し
て
い
ま
す
。
農

業
か
ら
の
リ
タ
イ
ア
を
考
え
て
い

る
方
、
相
続
し
た
農
地
の
管
理
に

困
っ
て
い
る
方
な
ど
、
貸
し
た
い

農
地
が
あ
る
方
は
、
農
地
の
あ
る

市
役
所
農
政
担
当
課
又
は
（
公
社
）

千
葉
県
園
芸
協
会
（
農
地
中
間
管

理
機
構
）
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

機
構
が
受
け
手
を
探
し
ま
す
。
賃

料
の
徴
収
、
支
払
い
は
機
構
が
行

い
ま
す
。
詳
細
は
（
公
社
）
千
葉

県
園
芸
協
会
農
地
部
（
電
話
０
４

３
―
２
２
３
―
３
０
１
１
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（

角
田
）

【「
家
族
経
営
協
定
」っ
て
何
？
】

　
家
族
経
営
協
定
と
は
、
意
欲
と

や
り
が
い
を
持
っ
て
参
画
で
き
る

魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
、

経
営
方
針
や
役
割
分
担
、
家
族
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
就
業
環
境
な

ど
に
つ
い
て
明
文
化
し
た
家
族
間

の
約
束
事
の
こ
と
で
す
。

　
県
で
は
、
第
４
次
千
葉
県
男
女

共
同
参
画
計
画
の
中
で
、
2020
年
に

2,000
戸
の
締
結
を
目
標
と
し
て
お
り
、

平
成
29
年
度
末
現
在
の
実
績
は
1,884

戸
、
う
ち
君
津
管
内
で
は
102
戸
と

な
っ
て
お
り
、
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

【
ど
う
や
っ
て
締
結
す
る
の
？
】

　
家
族
経
営
協
定
を
経
営
改
善
に

活
用
す
る
に
は
、
家
族
み
ん
な
で

話
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
ず
は
、
家
族
で
話
し
合
い
、

農
業
経
営
や
生
活
面
で
の
現
状
を

見
つ
め
直
し
、
話
合
い
の
中
か
ら
、

経
営
方
針
・
目
標
を
決
め
、
そ
の

対
応
策
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
間
で
合
意
を
得
た
こ
と
を
盛

り
込
ん
だ
協
定
書
を
作
成
し
、
調

印
を
し
ま
し
ょ
う
。
調
印
の
際
に

は
、
農
業
事
務
所
や
市
職
員
等
が

立
ち
合
い
ま
す
。

【
制
度
上
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
】

　
実
質
的
に
共
同
経
営
を
行
っ
て

お
り
、
一
定
の
要
件
を
盛
り
込
ん

だ
家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
て
い

る
配
偶
者
や
後
継
者
等
は
、
主
に

次
の
制
度
を
活
用
で
き
ま
す
。

①
認
定
農
業
者
の
共
同
申
請

②
農
業
者
年
金
の
国
庫
助
成

③
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

（
経
営
開
始
型
）
の
夫
婦
で
の

受
給
　
な
ど

　
な
お
、
制
度
上
の
メ
リ
ッ
ト
を

受
け
る
場
合
は
他
に
も
要
件
が
あ

り
ま
す
。
協
定
書
の
作
成
に
つ
い

て
は
、
君
津
農
業
事
務
所
ま
で
御

相
談
く
だ
さ
い
。
　
　
　 

（
吉
井
）

先進経営体への視察研修

先輩農業者との交流会

県農業の担い手を目指す皆さんのお越しをお待ちしています。
▼試験日（出願期間）
　Ａ日程：平成31年１月９日（平成30年12月10日～21日）
　Ｂ日程：平成31年２月20日（平成31年１月28日～２月８日）

▼問合せ：千葉県立農業大学校
　〒283-0001　東金市家之子 1059
　☎0475-52-5121　http://www.pref.chiba.lg.jp/noudai/

平成31年度
千葉県立農業大学校の入学生募集（一般入試）

農
業
経
営
体
育
成

セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

家
族
経
営
協
定
を

活
用
し
て
経
営
改
善
の

第
一
歩
に
！

農
地
の
出
し
手
を

　
　
　
　
　
　

募
集
中


